
志筑忠雄が取り組んだケイルの物理学書の位置づけ

1760̶1806． 
江戸時代後期のオランダ通詞，長崎の蘭学者． 
天文学・物理学・オランダ語学，地理学・国際 
情勢などに関する訳述を行う． 
『万国管闚』(1782) 
　　『鎖国論』(1801) 
　　　　『暦象新書』(1802) 
　　　　　　『魯西亜志来歴』など多数．

大航海時代の旅行記翻訳雑記帳 
日本で初めて「コーヒー」に言及

ケンペル『日本誌』(1727) 
「鎖国」という言葉をつくる

真貝寿明

ケイル『天文学・物理学入門』(1802) 
* ニュートン物理学の理解 
*「重力」「引力」「分子」などの訳語つくる 
* 独自の太陽系創成モデル（宇宙誕生モデル） 

第19回天文文化研究会，2020/9/5，オンライン

http://www.oit.ac.jp/is/shinkai/



中国　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨーロッパ　　　　　　中東　　
春秋戦国時代：置閏法，連大配置法の暦
漢代：蓋天説，渾天説の宇宙論（論天説）

⚫ 1685（貞享2）：貞享暦（じょうきょうれき），渋川春海

1543：コペルニクス
　『天球の回転について』

1639（寛永16）：鎖国

1643：宣教師キアラ(G.Chiara) 天文書持ち込む

C.Ferreira （沢野忠庵）・向井元升『乾坤弁説』
アリストテレスの4元素説を中国流の陰陽五行説で批評
地が円くて天の中央にあることを肯定

1645『西洋新法暦書』

『暦算全書』

1620？『崇禎暦書』すうていれきしょ

1675『天経或問てんけいわくもん』

1723，1738『暦象考成』上下編

★天動説，ティコ・ブラーエの説

★ケプラー，楕円軌道・不等速運動説
（地動説含まず）

1742『暦象考成後編』宣教師ケーグラー

麻田剛立

間　重富
高橋至時 1774『天地二球用法』

1792『星術本原太陽窮理了解新制天地二球用法記』

W.J.Blaeu著
Tweevoudig onderwijs van de hemelse en 
adressen globen 
1666

G.Adams 著 J. Ploos蘭訳
Gronden der Starrenkunde 
1770

本木良永

コペルニクスの太陽系説 J.Keill 著 J. Lulofs蘭訳
Inleiding tot de ware Natuur en 
Sterrenkunde
1741

1798-1802『暦象新書』

志筑忠雄
Newton力学

司馬江漢
1793『地球全図略説』

1796「和蘭天説」地動説に触れる

1808『刻白爾天文図解』地動説を紹介

訳語として惑星・視差・近点・遠点など

訳語として遠心力など

巻末に『混沌分判図説』独自の太陽系起源説
ラプラス・カントの星雲説(1796)とほぼ同時

天文学・物理学の受容

⚫ 1755（宝暦5）：宝暦暦（ほうりゃくれき）
　1763年の日食を外す．1771年修正宝暦暦．しかし，
　閏月計算に不具合発生．

⚫ 1798（寛政10）：寛政暦，高橋至時
　西洋天文学を取り入れた暦．

⚫ 1844（天保15）：天保暦
　日本最後の太陰暦（いわゆる旧暦）

⚫ 1873（明治6）：太陽暦・グレゴリオ暦

⚫ 862（貞観4）：宣明暦（せんみょうれき）

⚫ 1281-1644（元・明）：授時暦

⚫ 1645-1911（清）：時憲暦
　ドイツの宣教師アダム・シャール
　中国最後の太陰暦（いわゆる旧暦）

元：イスラム・アラビアの科学技術が伝わり，天体観測技術の水準が上がる

1太陽年=365.2425日，
1朔望月=29.530593日

⚫ 1587：グレゴリオ暦，
　グレゴリウス13世

1年=354日

⚫ BC45：ユリウス暦，
　カエサル
1太陽年=365.25日 ⚫ 622：ヒジュラ暦

1太陽年=365.2425日

	�����

�����

天文暦学研究，天体観測，『時中暦』

三浦梅園

渋川景佑
高橋景保

1792

徳川吉宗，禁書令の緩和，西洋天文学を用いた改暦を指示

J-J. L. de Lalande著 (A.B. Strabbe蘭訳)
Astronomia of Sterrkunde
1773-80

1804『ラランデ暦書管見』

『新巧暦書』

伊能忠敬 ガリレオ衛星の食観測

1687：ニュートン
　『自然哲学の数学的諸原理』
　（プリンキピア）

1609：ケプラー『新天文学』

1619：ケプラー『世界の調和』

1632：ガリレイ『天文対話』地動説擁護

1803

1733『暦算全書』翻訳，中根元圭
1680　日本に輸入され広まる
1730『天経或問』訓点本，
西川正休

ティコ・ブラーエの観測値

ニュートンの歳実



Johannes Kepler(1571-1630)
ヨハネス・ケプラー

『新天文学』 
Astronomia nova (1609) 

『宇宙の調和』 
Harmonices Mundi (1619) 



Issac Newton (1642-1727)
アイザック・ニュートン

『プリンキピア』(1687) 
“Philosophiae Naturalis Principia Mathematica” 

（自然科学の数学的諸原理）  

『現代物理学が描く宇宙論』（共立出版，2018）
大絶賛販売中

F = ma



志筑忠雄（中野柳圃）　(1760-1806)
『暦象新書』（1802） ニュートン物理学を理解し，訳出

『求力法論』(1784) 中山茂・吉田忠校注
「洋学（下）」岩波1972所収

よはん　けいる

与盤呂魯布須　阿蘭ノ書
よはん　るろふす

与盤計意留（奇児）　窮理学ノ本



志筑忠雄（中野柳圃）　(1760-1806)
『暦象新書』（1802） ニュートン物理学を理解し，訳出

『求力法論』中山茂・吉田忠校注
「洋学（下）」岩波1972所収

与盤計意留（奇児）　窮理学ノ本
よはん　けいる

与盤呂魯布須　阿蘭ノ書
よはん　るろふす

John Keill

Johannes Lulofs
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John Keill (1671-1721)
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An Introduction to Natural Philosophy (1700)

John Keill (1671-1721)



p96

p102

p106

Google Books

John Keill 著のオランダ語訳 
Johannes Lulofs (1711-68)

John Keill, Inleidinge tot de waare natuur- en 
sterrekunde, of de natuur- en sterrekundige lessen..., 
vertaald door Johannes Lulofs (Leiden 1741)
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志筑忠雄（中野柳圃）　(1760-1806)
『暦象新書』（1802） ニュートン物理学を理解し，訳出

『求力法論』中山茂・吉田忠校注
「洋学（下）」岩波1972所収

求力（引力）　重力 
力 
遠心力 
動力 
速力 
真空 
液 
案 
属子（分子） 
無量 
法 
合成



志筑忠雄（中野柳圃）　(1760-1806)
『暦象新書』（1802） ニュートン物理学を理解し，訳出

「文明源流叢書（2）」 
やまと総業（1922）



Issac Newton (1642-1727)
アイザック・ニュートン

John Keill (1671-1721)
ジョン・ケイル

1717 ロンドン留学 
1740 ライデン大学

イギリス オランダ

1739『自然哲学の諸原理』 
Beginsels der Natuurkunde

1702『物理学入門』（窮理ノ書） 
Introductio ad veram physicam

1718『天文学入門』 
Introductio ad veram astronomiam

Pieter van Muschenbroek (1692-1761)
ピーター・ミュッセンブローク

Hermann Boerhaave (1668-1738)
ヘルマン・ベーハーヴェ

1715 ロンドン留学

二人の学生

微分法の発明で，ニュートン
がライプニッツと裁判で争っ
たとき，ニュートン擁護

1687『プリンキピア』

1745 ケイルの本をオランダ語訳

志筑忠雄 
1802『暦象新書』

1780年頃長崎へ

帆足万里 
1836『窮理通』

Newton力学の勝利が確定するのは少しあと 
1736   地球の扁平度測定 
1758   ハレー(1656-1742)の予言した彗星が出現 
1781　ハーシェル(1738-1822) 天王星の発見 
1825　ラプラス(1749-1827)『天体力学概論』 
1846   海王星の発見 

ヨハネス・ルロフス 
Johannes Lulofs (1711-68)



志筑忠雄が取り組んだケイルの物理学書の位置づけ

1760̶1806． 
江戸時代後期のオランダ通詞，長崎の蘭学者． 
天文学・物理学・オランダ語学，地理学・国際 
情勢などに関する訳述を行う． 
『万国管闚』(1782) 
　　『鎖国論』(1801) 
　　　　『暦象新書』(1802) 
　　　　　　『魯西亜志来歴』など多数．

真貝寿明

ケイル『天文学・物理学入門』(1802) 
* ニュートン物理学の理解 
*「重力」「引力」「分子」などの訳語つくる 
* 独自の太陽系創成モデル（宇宙誕生モデル） 

第19回天文文化研究会，2020/9/5，オンライン

http://www.oit.ac.jp/is/shinkai/

＊　ニュートン力学を紹介する最短ルートで，日本に情報が入ってきていた． 
＊　ニュートン力学が確立する前に，志筑忠雄は理解を試みていた． 
＊　物理学の論理を咀嚼し，言葉をつくり，日本語として紹介した． 
（残念ながら，直後の開国で，大正時代まで志筑や帆足の業績は忘れ去られる） 



丸山定夫 (主人、珍野苦沙弥)
(吾輩)

徳川夢声 (迷亭)
藤原釡足 (越智東風)　　北沢彪 (水島寒月)

1905年に発表 
　　　　　　　　　1936年映画化



http://neko.koyama.mond.jp/?day=20070423
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今しも敵軍から打ち出した一弾は、照準誤たず、四つ目垣を通り
越して桐の下葉を振い落して、第二の城壁即ち竹垣に命中した。
随分大きな音である。ニュートンの運動律第一に曰くもし他の力
を加うるにあらざれば、一度び動き出したる物体は均一の速度を
もって直線に動くものとす。もしこの律のみによって物体の運動
が支配せらるるならば主人の頭はこの時にイスキラスと運命を同
じくしたであろう。幸にしてニュートンは第一則を定むると同時
に第二則も製造してくれたので主人の頭は危うきうちに一命を取
りとめた。運動の第二則に曰く運動の変化は、加えられたる力に
比例す、しかしてその力の働く直線の方向において起るものと
す。これは何の事だか少しくわかり兼ねるが、かのダムダム弾が
竹垣を突き通して、障子を裂き破って主人の頭を破壊しなかった
ところをもって見ると、ニュートンの御蔭に相違ない。

漱石，我が輩は猫である　（八）より


